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委員会報告

　議会改革推進特別委員会の現在までの取り組みの内、政治倫理に関する取り組み状況について、報告を
します。
　10 月に市職員を対象に実施した、現職議員によるハラスメントに関するアンケート調査の結果「ハラス
メント行為を受けたと感じたことがある」との回答が 33 件あることが判明しました。
　本市議会では、この結果を重大な事態と受け止め、再発防止に向けた協議を重ね、再発防止の徹底を
はかるため、まずは次の２点を 12 月に確認しました。

　①「境港市議会　ハラスメント防止のための行動規範」を定める
　②「境港市議会政治倫理条例」を改正※し、ハラスメントを含めた人権侵害のおそれのある行為などを
　　　禁止する規定を設ける（３月定例会に上程予定）

　今後は、行動規範を遵守し、ハラスメントを起こさない議会となるよう努めてまいります。
※条例改正については、２月14 日（金）までパブリックコメントを実施しています。内容は、市内の公民館
　や市議会ホームページなどでご覧いただけます。ぜひご意見をお寄せください（「境港市議会基本条例」
　の改正についても、パブリックコメントを実施中です）。

境港市議会 ハラスメント防止のための行動規範 ～一部抜粋～

 主　題
　相手が嫌がることをしない
 宣　誓
　セクシュアルハラスメント、パワーハラスメント、マタニティ・パタニティハラスメントなど
のハラスメントは、どのような形であっても決してしません。また、どのようなハラスメントも
許しません。
 具体例
　●議員活動の場において、思いやりのある言動と健全なコミュニケーションを心がけ、信頼
　　関係を築く・・・など全９つ

議会改革推進特別委員会報告議会改革推進特別委員会報告

市民と議会の懇談会を開催します
　昨夏に「地域公共交通について」をテーマの１つとして「市民と議会の懇談会」を開催しました。
そこでも多くのご意見があった市内循環型の「はまるーぷバス」に代わる「予約型乗合バス」

（１月、実証運行開始。愛称「みなとーる」）をテーマとして、下記の日程で、再度、市民の皆さ
まと市議会議員との懇談会を開催します。更に深く意見交換ができるよう、多数のご参加をお
待ちしております。

日　時：令和 7 年（2025 年）２月16 日（日） 13:30 ～ 16:00
場　所：みなとテラス（市民交流センター）２階　大会議室
申込方法：氏名・連絡先を下記のお問い合わせ先に、ご連絡いただくか、
　　　　　QR コードから、web にてお申込みください。

【お問い合わせ】　境港市議会事務局
電　話：(0859)47-1097　ファクシミリ：(0859)47-1110
メール：gikai@city.sakaiminato.lg.jp ▲ web 申込用

　QR コード
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国際観光推進事業
台湾・香港に向けて日本を紹介するサイト

「ラーチーゴー日本」に、米子・境港両市の
観光名所を紹介する記事を掲載するための費用

21 万円 56万円

令和 6年 11月臨時会・12月定例会（議決結果・令和 6年度補正予算）

市営夕顔団地エコ改修事業
公営住宅である市営夕顔団地の長寿命化と、

入居者の生活環境の向上を目的として、
断熱化などのエコ改修工事を実施する

3 億 5614万円

令和６年 11月臨時会・12月定例会令和６年 11月臨時会・12月定例会
(議決結果・令和６年度補正予算 )( 議決結果・令和６年度補正予算 )

　境港市議会では、10 月の決算審査特別委員会の結果を受けて 11 月 11 日に臨時会が、12 月 3 日から
22 日間の会期で 12 月定例会が開かれました。「令和 5 年度境港市一般会計歳入歳出決算の認定について」
など決算 7 議案、「令和 6 年度境港市一般会計補正予算」など予算 7 議案、「境港市職員の退職手当に関する
条例等の一部を改正する条例制定について」など条例 5 議案、「工事請負契約の変更について【文化ホール
改修工事（建築）】」など人事その他５議案が上程されました。審議、採決の結果、議案はすべて原案の通り
可決されました。
　また、提出された「安定ヨウ素剤の事前配布率を上げるために新潟方式の導入の検討を求める陳情」は、
審議の結果、可否同数となり、議長裁決により不採択。
　「裏金問題の徹底解明と企業団体献金（パーティー券の購入を含む）の禁止を求める陳情」など陳情 4 件は、
審議の結果、不採択となりました。
　議決結果は令和 5 年度決算審査特別委員会報告と合わせて P4、P5 に掲載しております。また、市議会ホーム
ページからもご覧いただけます。このたび可決した一般会計補正予算から主な事業を下段で紹介します。

境港ブルーカーボン藻場造成
実証実験事業

中浜港において藻場造成の実証実験を行うため
の資機材購入費用

1 億 4632万円

電力・ガス・食料品等
価格高騰支援給付金給付事業
住民税非課税世帯へ1世帯あたり3万円を給付。

（同じ世帯に 18 歳以下の子どもがいる場合は、
1 人につき 2 万円を加算）

©️水木プロ
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第72号

第73号

第74号

第75号

第76号

第77号

第78号

第79号

第80号

第81号

第82号

第84号

第85号

第93号

第94号

第86号

第87号

第88号

第89号

第90号

令和５年度境港市一般会計歳入歳出決算の認定について

令和５年度境港市国民健康保険費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和５年度境港市駐車場費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和５年度境港市介護保険費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和５年度境港市市場事業費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和５年度境港市後期高齢者医療費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和５年度境港市公共下水道事業会計歳入歳出決算の認定及び剰余金の処分について

専決処分の承認を求めることについて【令和６年度境港市一般会計補正予算（第８号）】

工事請負契約の変更について【文化ホール改修工事（建築）】

工事請負契約の締結について【外江町汚水枝線（その３０）工事】

監査委員の選任について

令和６年度境港市市場事業費特別会計補正予算（第１号）

令和６年度境港市公共下水道事業会計補正予算（第３号）

令和６年度境港市介護保険費特別会計補正予算（第２号）

令和６年度境港市公共下水道事業会計補正予算（第４号）

境港市職員の退職手当に関する条例等の一部を改正する条例制定について

境港市文化ホール条例の一部を改正する条例制定について

境港市予約型乗合バスの運行に関する条例制定について

境港市営住宅条例の一部を改正する条例制定について

指定管理者の指定について【境港市文化ホール、海とくらしの史料館】

番 号 案　　　　件　　　　名 議決結果

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

承　　認

原案可決

原案可決

同　　意

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

令和６年11月臨時会・12月定例会　議決結果一覧表【全会一致で議決したもの】

賛成：○　反対：×　退席：－　　（注）賛否状況は全て案件に対する各議員の賛否状況を記載しています。

※このほか報告が１件ありました。

令和６年11月臨時会・12月定例会　議決結果一覧表【賛否の分かれたもの】

案　　　　件　　　　名 議決結果

原案可決
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不採択
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不採択
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きょうどう 境港市議会公明党議員団自由未来 無所属

提
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市
長
提
出
議
案

11
月
臨
時
会

市
長
提
出
議
案

市
長
提
出
議
案

12
月
定
例
会

12
月
定
例
会

予　算

予　算

その他

決　算

会議

条　例

人　事

その他

提出者

予　算

条　例

その他

会　議

第83号

第92号

第95号

第91号

第16号

第17号

第18号

第19号

第20号

令和６年度境港市一般会計補正予算（第９号）

令和６年度境港市一般会計補正予算（第10号）

境港市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例制定について

指定管理者の指定について【境港市民交流センター】

安定ヨウ素剤の事前配布率を上げるために新潟方式の導入の検討を求める陳情

裏金問題の徹底解明と企業団体献金（パーティー券の購入を含む）の禁止を求める陳情

島根原発２号機の再稼働中止を求める陳情

住民のより良い生活を守るため　はまるーぷバスの存続延長を求める陳情
はまるーぷバス廃止、オンデマンドバス導入に向けた取り組みが進行している過程で
徹底して住民の理解を得るための施策を求める陳情

区　分 番　号

陳　　情

　10 月 15 日から 18 日の間、令和５年度決算審査特別委員会を開催し、一般
会計と特別会計、公営企業会計の７つの会計の歳入・歳出にかかる議案について
審査をし、計６項目の要望事項を付して、認定をしました。

※要望事項は、市議会ホームページからもご覧いただけます。

　また、その審査前にあたる10月３日には、
審査内容にかかわり４か所の現地視察を
実施。その内、余子駅前公園・防災備蓄
倉庫では、避難所等環境整備事業で調達
された、要支援者などの受け入れに当たり
必要となる資機材（屋内用視覚障がい者
サポートマットなど）の整備状況を確認
しました。

※視察の様子は、市議会フェイスブックに
　投稿 (2024.10.4 付 ) しています。

令和５年度決算審査特別委員会報告

～要望事項　一部抜粋～
１．　市税や各種使用料などの徴収については、特に現年度分における収
　　納に不断の努力を重ねるとともに、徴収の外部委託も含め体制強化を
　　検討されたい。また、過年度分のうち長期にわたり処理困難な案件に
　　ついては、適切に不納欠損や債権放棄の処理に努められたい。

認定及び
原案可決

令和６年 11月臨時会・12月定例会（議決結果・委員会報告）
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第90号

令和５年度境港市一般会計歳入歳出決算の認定について

令和５年度境港市国民健康保険費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和５年度境港市駐車場費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和５年度境港市介護保険費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和５年度境港市市場事業費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和５年度境港市後期高齢者医療費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和５年度境港市公共下水道事業会計歳入歳出決算の認定及び剰余金の処分について

専決処分の承認を求めることについて【令和６年度境港市一般会計補正予算（第８号）】

工事請負契約の変更について【文化ホール改修工事（建築）】

工事請負契約の締結について【外江町汚水枝線（その３０）工事】

監査委員の選任について

令和６年度境港市市場事業費特別会計補正予算（第１号）

令和６年度境港市公共下水道事業会計補正予算（第３号）

令和６年度境港市介護保険費特別会計補正予算（第２号）

令和６年度境港市公共下水道事業会計補正予算（第４号）

境港市職員の退職手当に関する条例等の一部を改正する条例制定について

境港市文化ホール条例の一部を改正する条例制定について

境港市予約型乗合バスの運行に関する条例制定について

境港市営住宅条例の一部を改正する条例制定について

指定管理者の指定について【境港市文化ホール、海とくらしの史料館】

番 号 案　　　　件　　　　名 議決結果
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令和６年11月臨時会・12月定例会　議決結果一覧表【全会一致で議決したもの】

賛成：○　反対：×　退席：－　　（注）賛否状況は全て案件に対する各議員の賛否状況を記載しています。

※このほか報告が１件ありました。
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第92号

第95号

第91号

第16号

第17号

第18号

第19号

第20号

令和６年度境港市一般会計補正予算（第９号）

令和６年度境港市一般会計補正予算（第10号）

境港市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例制定について

指定管理者の指定について【境港市民交流センター】

安定ヨウ素剤の事前配布率を上げるために新潟方式の導入の検討を求める陳情

裏金問題の徹底解明と企業団体献金（パーティー券の購入を含む）の禁止を求める陳情

島根原発２号機の再稼働中止を求める陳情

住民のより良い生活を守るため　はまるーぷバスの存続延長を求める陳情
はまるーぷバス廃止、オンデマンドバス導入に向けた取り組みが進行している過程で
徹底して住民の理解を得るための施策を求める陳情

区　分 番　号

陳　　情

　10 月 15 日から 18 日の間、令和５年度決算審査特別委員会を開催し、一般
会計と特別会計、公営企業会計の７つの会計の歳入・歳出にかかる議案について
審査をし、計６項目の要望事項を付して、認定をしました。

※要望事項は、市議会ホームページからもご覧いただけます。

　また、その審査前にあたる10月３日には、
審査内容にかかわり４か所の現地視察を
実施。その内、余子駅前公園・防災備蓄
倉庫では、避難所等環境整備事業で調達
された、要支援者などの受け入れに当たり
必要となる資機材（屋内用視覚障がい者
サポートマットなど）の整備状況を確認
しました。

※視察の様子は、市議会フェイスブックに
　投稿 (2024.10.4 付 ) しています。

令和５年度決算審査特別委員会報告

～要望事項　一部抜粋～
１．　市税や各種使用料などの徴収については、特に現年度分における収
　　納に不断の努力を重ねるとともに、徴収の外部委託も含め体制強化を
　　検討されたい。また、過年度分のうち長期にわたり処理困難な案件に
　　ついては、適切に不納欠損や債権放棄の処理に努められたい。

認定及び
原案可決

令和６年 11月臨時会・12月定例会（議決結果・委員会報告）
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市政を問う
議員13人が一般質問を行いました。

【一口メモ】

議事録は議会事務局やホームページで閲覧できます。

ページ 質問事項 質問議員

各個質問

各個質問

各個質問

各個質問

各個質問

各個質問

各個質問

各個質問

各個質問

各個質問

各個質問

景山　　憲

吉井　　巧

松本　晶彦

足田　法行

加藤　文治

安田　共子

田口　俊介

柊　　康弘

米村　一三

森岡　俊夫

平松　謙治

７

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

各個質問 荒井　秀行18

一般質問には、所属する会派を代表して行う「代表質問」（境港市議会では3人以上の
会派のみ）と、議員個人の立場・観点で行う「各個質問」があります。
議会だよりの質問ページは、質問を行った1議員については最大1ページとしています

が、上記の「代表質問」と「各個質問」では性質や質問時間が異なるため、「代表質問」
を行う場合は会派内でページ配分をしています。
各議員は掲載した以外にも質問をしていますが、議会だよりでは、スペースの都合

上、議員本人が質問と答弁を要約しています。

①これまでの市議会での答弁に沿っての施策の進捗状況について
②境港市子ども基本条例について
③災害時指定避難所の設備、備品の充実について
①境港サイクリングロード構想について
②自転車用ヘルメット購入費用の補助について
①環境対策について
②観光振興について
①若者の住環境の整備と若者支援政策について
②能登半島地震を踏まえた災害時の環境整備と災害対応について
①市民の森公園テニス場について
②立地適正化計画について
①島根原発、境港の特定利用港湾候補地選定、美保基地の事故調査結果に
　かかわる住民説明会について
②未来に希望が持てる生活保護行政について
③支援を必要とする子どもと家庭を支えるチーム境港の体制について
①予算編成における財源措置について
②学校図書について
③水木しげるロードの活性化について
①交通渋滞緩和策について
②市職員の勤務中の服装について
①次世代を担う人材確保策に関して
②「特定利用空港・港湾」の指定に関して
①多文化共生の取り組みについて
②「境港（さかいこう）」の機能強化について
①コミュニティ・スクールと地域学校協働活動について
②島根原子力発電所２号機のプルサーマル計画について
①地区の集会所（自治会館）について
②地区の集会所（自治会館）について～避難所としての役割～
①本市の脱炭素社会の実現に向けた取り組みについて
②本市のがん対策についての取り組みについて各個質問 伊藤　康弘19

一 般 質 問
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各 個 質 問

景山　　憲　議員景山　　憲　議員
無所属無所属

【
景
山
】
昨
年
６
月

議
会
に
お
い
て
「
市

政
65
周
年
史
の
発
刊

を
ど
う
す
る
」
か
に

つ
い
て
見
解
を
う
か

が
っ
た
。
答
弁
で
は

「
75
周
年
に
向
け
て

取
り
組
む
。
来
年
度
、

新
た
な
市
史
編
さ
ん

審
議
会
を
立
ち
上
げ

た
い
。」
と
の
こ
と

だ
っ
た
。
審
議
会
設

置
な
ど
準
備
に
つ
い

て
う
か
が
う
。

【
教
育
長
】
市
政
75

周
年
を
迎
え
る
令
和

13
年
度
に
向
け
て
専

門
家
に
よ
る
検
討
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、

新
編
か
続
編
な
ど
の

方
向
性
、
執
筆
や
監

修
な
ど
体
制
を
検
討

す
る
。

【
景
山
】
政
府
が
「
災

害
時
に
設
置
す
る
避
難

所
の
環
境
改
善
に
向

け
、
移
動
式
ト
イ
レ
な

ど
の
防
災
備
品
の
導
入

費
用
を
補
助
す
る
方
針

を
固
め
た
。」
と
の
こ

と
だ
。災
害
時
に
備
え
、

今
後
ト
イ
レ
カ
ー
・
暖

房
器
具
な
ど
の
災
害
対

応
備
品
な
ど
の
整
備
・

充
実
を
う
か
が
う
。

【
市
長
】
本
市
の
備
蓄

に
つ
い
て
は
、
県
内
連

携
備
蓄
を
基
本
と
し
て

い
る
。
避
難
所
に
必
要

な
備
品
の
整
備
な
ど

は
、
随
時
見
直
し
、
災

害
対
応
備
品
の
整
備
・

充
実
を
は
か
る
。

【
景
山
】
11
月
20
日
は
、

世
界
こ
ど
も
の
日
。
昨
年

４
月
に
社
会
全
体
で
子

ど
も
施
策
の
取
り
組
み

を
進
め
る
た
め
、
国
で

は
子
ど
も
基
本
法
が
施

行
さ
れ
た
。
一
部
の
地

方
自
治
体
で
は
「
こ
ど

も
基
本
条
例
」
が
施
行

さ
れ
て
い
る
。

　
子
ど
も
た
ち
を
大
切

に
す
る
町
で
あ
り
た
い
。

本
市
は
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
う
か
が
う
。

【
市
長
】
現
在
は
、
条

例
制
定
す
る
考
え
は
な

い
が
、
既
に
子
ど
も
基

本
条
例
を
制
定
し
て
い

る
自
治
体
の
内
容
や
取

り
組
み
状
況
な
ど
を
研

究
し
た
い
。

災害時避難所の
生活関連備蓄拡充を

市史・周年史発刊に向け
準備促進を

境港市こども基本条例の
イメージ

（景山議員　作）

境港市子ども基本条例の
制定を

現在、条例制定する考えはないが
研究したい市長

必要な備品は随時
見直し整備・充実をはかる

市長

余子駅前公園・防災備蓄倉庫の
備蓄品の一部

専門家による
検討委員会を立ち上げる

教育長
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各 個 質 問

境港サイクリングロード
構想実現を

潮
風
を
感
じ
１
周
約
22

㎞
の
間
に
観
光
ス
ポ
ッ

ト
を
巡
り
な
が
ら
サ
イ

ク
リ
ン
グ
を
行
う
に

は
、と
て
も
魅
力
的
だ
。

市
内
を
１
周
す
る
自
転

車
道
や
専
用
レ
ー
ン
、

休
憩
場
所
を
整
備
す
る

「
境
港
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ロ
ー
ド
構
想
」
を
提
案

す
る
。本
市
の
見
解
は
。

【
市
長
】
こ
の
構
想
に

つ
い
て
は
、
既
存
の
道

路
活
用
で
十
分
可
能
で

あ
り
、
市
内
の
観
光
周

遊
や
市
民
の
健
康
増
進

の
た
め
の
環
境
も
整
い

つ
つ
あ
る
。
新
た
に
整

備
す
る
考
え
は
な
い
。

【
吉
井
】
来
境
者
の
観

光
周
遊
や
市
民
の
健
康

増
進
、
災
害
時
の
避
難

道
と
し
て
の
役
割
も
含

め
、
長
期
的
な
視
点
で

市
内
１
周
自
転
車
道
整

備
を
本
市
の
ま
ち
づ
く

り
構
想
に
加
え
て
ほ
し

い
。
見
解
を
。

【
市
長
】
市
民
や
来
境

者
が
、
市
内
を
徒
歩
や

自
転
車
で
観
光
周
遊
で

き
る
よ
う
に
観
光
ス

ポ
ッ
ト
の
紹
介
や
道
順

を
示
す
こ
と
が
先
決
で

あ
り
、
そ
の
上
で
道
路

整
備
が
必
要
と
な
れ
ば

検
討
を
重
ね
て
い
く
。

【
吉
井
】
本
市
は
３
方

が
海
に
開
け
て
お
り
、

安全な自転車利用を促進する
自転車用ヘルメットの主な安全認証マーク

観光スポット、ビュースポットを巡る
市内１周「境港サイクリングロード構想」

（会派 自由未来 作のイメージ）

【
吉
井
】
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
安
全
に
自
転

車
に
乗
れ
る
よ
う
に
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
周

知
と
購
入
費
用
補
助
を

提
案
す
る
。
本
市
の
見

解
を
。

【
市
長
】
境
港
警
察
署

や
交
通
安
全
協
会
な
ど

と
連
携
し
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
の
必
要
性
に
つ

い
て
啓
発
活
動
を
実
施

し
て
い
る
。
購
入
費
補

助
に
つ
い
て
は
、
就
学

援
助
制
度
を
受
け
て
い

る
家
庭
の
中
学
１
年
生

に
対
し
、
２
３
０
０
円

の
給
付
を
し
て
い
る
。

　
「
自
分
自
身
の
大
切

な
命
を
守
る
た
め
」
ま

ず
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
の
必
要
性
を
理
解
し

て
も
ら
う
こ
と
が
重
要

で
、
購
入
費
用
の
補
助

の
考
え
は
な
い
。

【
吉
井
】
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
が
努
力
義
務
と

な
っ
て
以
降
、
安
全
基

準
認
証
の
つ
い
た
ヘ
ル

メ
ッ
ト
は
高
額
に
な
っ

て
お
り
、
購
入
を
た
め

ら
う
一
因
と
も
考
え
ら

れ
る
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
率
を
上
げ
る
た
め
に

も
購
入
補
助
を
求
め
る
。

【
市
長
】
命
を
守
る
た

め
の
周
知
が
第
一
。
だ

が
、
購
入
が
困
難
だ
と

い
う
声
が
多
け
れ
ば
補

助
に
つ
い
て
も
前
向
き

に
検
討
し
て
い
く
。

自転車用ヘルメット
購入費用補助を
市長 購入困難の声が多ければ

前向きに検討する

既存道路活用で十分に可能、
考えはない市長

吉井　　巧　議員吉井　　巧　議員
会派　自由未来会派　自由未来

8令和 7年（2025年）2月／境港市議会　議会だより　第36号



各 個 質 問

運送会社や工場の
環境対策の把握は

大
型
車
両
が
運
行
す
る

ル
ー
ト
で
は
樹
皮
の
落

下
、
大
型
車
両
の
振
動

や
通
勤
時
の
渋
滞
の
一

因
と
な
っ
て
い
る
。

　
運
送
会
社
と
工
場
の

環
境
対
策
を
把
握
し
て

い
る
の
か
う
か
が
う
。

【
市
長
】
運
送
事
業
者

は
法
令
を
遵
守
し
、
原

木
を
積
む
際
に
落
ち
そ

う
な
樹
皮
は
あ
ら
か
じ

め
落
と
し
、
荷
台
に
は

飛
散
防
止
の
措
置
な
ど

対
策
を
講
じ
て
い
る
。

　
工
場
事
業
者
は
受
け

入
れ
る
ヤ
ー
ド
を
フ
ェ

ン
ス
や
ネ
ッ
ト
で
囲

み
、
周
辺
道
路
の
清
掃

な
ど
環
境
対
策
に
対
応

し
て
い
る
。

【
松
本
】
内
浜
産
業
道

路
渡
町
地
内
に
左
折
専

用
レ
ー
ン
や
退
避
ゾ
ー

ン
、
渡
町
大
沢
か
ら
中

海
沿
い
を
通
り
西
工
業

団
地
に
抜
け
る
ル
ー
ト

の
整
備
は
で
き
な
い
か

う
か
が
う
。

【
建
設
部
長
】
５
年
ご

と
に
、
交
通
量
調
査
が

行
わ
れ
る
。
今
後
の
調

査
の
結
果
で
検
討
し
て

い
く
。

【
松
本
】
市
内
に
は
大

規
模
な
合
板
工
場
や

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
な

ど
が
あ
る
。
県
内
外
か

ら
工
場
に
出
入
り
す
る

大正町の大型バス駐車場にある
トイレの案内表示

渡町中海沿線・西工業団地に向かう市道

【
松
本
】ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
開
催
期
間
の
県
内
の

経
済
効
果
な
ど
が
発
表

さ
れ
た
。
本
市
の
経
済

効
果
を
う
か
が
う
。

【
市
長
】
経
済
効
果
は

把
握
で
き
て
い
な
い

が
、
市
内
開
催
の
競
技

に
約
千
人
が
参
加
し
、

市
内
観
光
の
ほ
か
延
べ

３
５
１
人
が
宿
泊
さ

れ
、
一
定
の
経
済
効
果

が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

【
松
本
】
車
中
泊
専
用

駐
車
場
の
整
備
を
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

【
産
業
部
長
】
境
港
管

理
組
合
が
作
成
す
る
夢

み
な
と
エ
リ
ア
の
再
整

備
構
想
の
中
で
、
考
え

て
お
ら
れ
る
と
聞
く
。

【
松
本
】
さ
か
な
と
鬼

太
郎
の
ま
ち
境
港
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
施
策
を
検

討
さ
れ
て
い
る
か
。

【
市
長
】
イ
ベ
ン
ト
や

情
報
発
信
、
教
育
旅
行

の
誘
致
を
継
続
し
、
年

間
２
０
０
万
人
以
上
が

訪
れ
る
観
光
地
と
な
る

よ
う
誘
客
を
は
か
る
。

【
松
本
】
水
木
し
げ
る

ロ
ー
ド
周
辺
の
ト
イ
レ

表
示
の
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム

を
市
内
の
ト
イ
レ
に
統

一
し
て
使
用
す
れ
ば
、

県
内
外
へ
の
話
題
に
な

る
の
で
は
。

【
産
業
部
長
】
水
木
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に
確
認

し
検
討
す
る
。

松本　晶彦　議員松本　晶彦　議員
会派　自由未来会派　自由未来

本市の観光振興に
ついてうかがう
市長 観光地として情報発信や

誘客をはかっていく

それぞれ環境対策を
講じている市長

©️水木プロ
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各 個 質 問

公明党公明党
足田　法行　議員足田　法行　議員

若者支援策を
本格的に始めては

金
、
移
住
就
職
者
奨
学

金
返
還
支
援
事
業
費
助

成
金
を
支
援
し
て
い

る
。
ま
た
、
空
き
店
舗

を
活
用
し
、
安
価
な
家

賃
で
貸
し
出
し
、
起
業

を
支
援
す
る
な
ど
し
て

い
る
。
若
者
が
夢
を
持

て
る
結
婚
生
活
、
働
き

が
い
の
あ
る
仕
事
の
創

出
の
整
備
が
必
要
。
本

市
も
若
者
支
援
策
を
本

格
的
に
始
め
て
は
。

【
市
長
】
経
済
的
負
担

の
軽
減
だ
け
で
な
く
、

本
市
を
好
き
に
な
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
体
験

型
滞
在
活
動
な
ど
の
移

住
・
定
住
に
つ
な
が
る

支
援
策
の
取
り
組
み
を

考
え
て
い
る
。

【
足
田
】
島
根
県
浜
田

市
で
は
、
若
者
世
代
か

ら
の
「
若
者
へ
の
支
援

を
し
て
ほ
し
い
」
と
の

声
を
も
と
に
、
若
者

支
援
フ
ァ
ン
ド
事
業

（
１
億
５
千
万
円
）
を

創
設
。
本
市
も
若
者
の

声
を
聞
い
て
、
施
策
に

反
映
し
て
は
ど
う
か
。　

【
市
長
】
特
に
若
者
単

身
者
の
支
援
で
婚
姻
率

を
上
げ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
若
者
の
意
見
を

充
分
聞
い
て
い
き
た
い
。

【
足
田
】
倉
吉
市
は
、

新
婚
家
庭
の
住
宅
購
入

費
用
・
リ
フ
ォ
ー
ム
費

用
・
住
宅
賃
借
費
用
・

引
越
し
費
用
の
助
成

災害時には避難所として使用される
小学校体育館

※写真は、中浜小学校体育館

若者支援策の一つとして各自治体で
取り組まれている経済的支援

【
足
田
】
災
害
時
に
お

け
る
体
育
館
で
の
避
難

所
の
空
調
設
備
設
置
に

つ
い
て
う
か
が
う
。

【
教
育
長
】
夏
の
災
害

時
に
お
い
て
、
協
定
を

結
ん
で
い
る
業
者
か
ら

発
電
機
と
ス
ポ
ッ
ト

ク
ー
ラ
ー
の
レ
ン
タ
ル

で
対
応
す
る
の
で
、
冷

房
空
調
設
備
の
設
置
は

考
え
て
い
な
い
。

【
足
田
】
私
見
で
は
、

学
校
統
廃
合
で
、
校
舎

な
ど
の
施
設
の
多
く

は
、
15
年
後
の
解
体
を

予
定
。
学
校
の
隣
に
公

民
館
が
な
い
場
合
、
校

舎
跡
に
公
民
館
を
移
転

し
て
、
平
時
に
は
公
民

館
と
体
育
館
を
合
わ
せ

て
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
拠
点
と
す
る
と
と

も
に
、
災
害
時
は
学
校

体
育
館
を
地
域
住
民
の

避
難
所
と
し
て
活
用
す

べ
き
で
は
。　

【
教
育
長
】
将
来
的
に

は
、
市
の
公
共
施
設
と

し
て
複
合
型
施
設
の
検

討
を
考
え
た
い
。

【
足
田
】
令
和
17
年
度

ま
で
に
政
府
は
、
設
置

率
95
％
と
す
る
中
長
期

目
標
の
方
針
を
示
し
た
。

今
か
ら
体
育
館
の
空
調

設
備
な
ど
の
機
能
強
化

を
準
備
す
べ
き
で
は
。

【
教
育
長
】
財
源
や
周

辺
自
治
体
の
動
向
を
と

ら
え
て
検
討
し
た
い
。

体育館の空調設備
などの機能強化を

財源や周辺自治体の
動向をとらえて検討する

移住定住につながるような
支援策に取り組む市長

教育長
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各 個 質 問

市民の森公園テニス場の
活用方法は

な
っ
て
か
ら
５
年
以
上

経
過
し
、
整
備
も
さ
れ

な
く
な
り
劣
化
が
進

み
、
使
用
が
で
き
な
い

状
況
に
な
っ
て
い
る
。

使
用
さ
れ
て
い
た
頃

は
地
区
の
テ
ニ
ス
愛
好

家
の
人
た
ち
が
管
理
と

使
用
も
し
て
い
た
が
、

徐
々
に
使
用
さ
れ
な
く

な
っ
た
。

　

こ
こ
は
戦
時
中
、

弾
薬
庫
が
置
か
れ
、

防ぼ
う
く
う
ご
う

空
壕
や
掩え
ん
た
い
ご
う

体
壕
も

あ
っ
た
。
本
市
に
と
っ

て
は
、
歴
史
に
記
憶
さ

れ
る
場
所
で
あ
り
、
市

所
有
の
土
地
を
放
置
す

る
の
で
は
な
く
、
平
和

会
館
な
ど
別
の
用
途
と

し
て
土
地
活
用
す
べ
き

だ
と
考
え
る
が
、
市
長

の
見
解
を
う
か
が
う
。

【
市
長
】
そ
の
よ
う
な

考
え
も
含
め
て
テ
ニ
ス

場
と
し
て
利
用
を
続
け

る
の
か
、
も
し
く
は
別

の
用
途
に
転
用
す
る
の

か
地
元
住
民
に
意
見
を

聴
き
な
が
ら
検
討
を
進

め
、
引
き
続
き
地
域
の

方
々
に
親
し
ま
れ
る
広

場
と
し
て
活
用
し
て
い

き
た
い
。

【
加
藤
】
幸
神
町
の
市

民
の
森
に
あ
る
テ
ニ
ス

場
は
、
使
用
さ
れ
な
く

制度再編のイメージ
国土交通省ホームページより

市民の森公園テニス場の現状

【
加
藤
】
本
市
で
は
立

地
適
正
化
計
画
の
策
定

完
了
を
来
年
度
に
控
え

る
中
、
国
か
ら
は
境さ

か
い
こ
う港

の
特
定
利
用
港
湾
の
候

補
地
指
定
の
申
し
入
れ

が
あ
っ
た
。

　
こ
の
こ
と
は
未
来
の

都
市
構
想
に
お
い
て
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
と
考
え

る
。
本
市
の
立
地
適
正

化
計
画
の
策
定
に
お
い

て
都
市
再
生
整
備
構
想

を
先
に
進
め
て
か
ら
行

う
の
か
、
ま
た
、
タ
イ

ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
綿

密
に
立
て
て
い
る
の

か
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

に
は
何
を
委
託
す
る
の

か
う
か
が
う
。

【
市
長
】
都
市
政
策
の

基
本
構
想
で
あ
る
立
地

適
正
化
計
画
を
先
行
さ

せ
た
後
、
そ
れ
を
具
体

化
す
る
た
め
の
都
市
再

生
整
備
計
画
は
、
必
要

に
応
じ
て
考
え
る
。

　

立
地
適
正
化
計
画

に
つ
い
て
は
、
令
和
７

年
度
に
、
計
画
素
案
を

取
り
ま
と
め
、
住
民
説

明
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
、
都
市
計
画
審

議
会
な
ど
で
意
見
を
聞

き
、
策
定
す
る
予
定
。

人
口
推
計
な
ど
各
種

デ
ー
タ
の
分
析
や
ま
ち

づ
く
り
の
課
題
の
整
理

な
ど
計
画
の
準
備
は
、

業
務
委
託
す
る
。

立地適正化計画の
今後の流れは
市長 令和７年度には

計画を策定していく予定

地元住民の意見を聴きながら
検討を進める市長

加藤　文治　議員加藤　文治　議員
会派　自由未来会派　自由未来
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各 個 質 問

無所属（日本共産党）無所属（日本共産党）
安田　共子　議員安田　共子　議員

家庭児童相談室の
欠員については

生活保護基準引き下げ違憲訴訟での原告勝訴を知らせる
「いのちのとりで裁判全国アクション」のホームページより

生活保護基準
引き上げを

【
安
田
】
物
価
高
騰
の

中
、
生
活
保
護
利
用
者

に
健
康
で
文
化
的
な
生

活
を
送
っ
て
い
た
だ
く

た
め
見
舞
金
継
続
を
。

【
市
長
】
県
内
４
市
で

唯
一
、
夏
季
・
冬
季
見

舞
金
を
毎
年
支
給
し
て

お
り
、今
後
も
継
続
す
る
。

【
安
田
】
２
０
１
３
年

の
生
活
保
護
基
準
引
き

下
げ
に
対
し
て
、
全
国

で
違
憲
訴
訟
が
行
わ

れ
、
原
告
勝
訴
が
続
い

て
い
る
。
実
態
を
把
握

し
て
い
る
市
と
し
て
、

国
に
基
準
引
き
上
げ
を

求
め
る
べ
き
で
は
。

【
市
長
】
生
活
保
護
基

準
は
国
で
厳
格
に
審
議

を
し
て
い
る
。
国
の
動

向
を
注
視
し
た
い
。

【
安
田
】「
こ
ど
も
カ
ル

テ
」
活
用
対
象
は
。

【
教
育
長
】
不
登
校
だ

け
で
な
く
、
問
題
行
動

が
見
ら
れ
る
児
童
生
徒

へ
の
適
切
で
継
続
的
な

支
援
や
、
家
庭
支
援
に

も
生
か
す
。
就
学
前
児

童
の
状
況
も
把
握
で
き

る
体
制
を
模
索
す
る
。

【
安
田
】
家
庭
児
童
相

談
室
の
相
談
員
の
欠
員

に
つ
い
て
、
対
応
は
。

【
市
長
】
募
集
に
つ
い

て
、
子
ど
も
に
関
わ
る

機
関
に
情
報
提
供
し
、

臨
床
心
理
士
や
社
会
福

祉
士
の
職
能
団
体
、
養

成
機
関
と
も
相
談
し
て

み
た
い
。

【
安
田
】
島
根
原
発
再

稼
働
同
意
の
判
断
、

境さ
か
い
こ
う港の
特
定
利
用
港
湾

候
補
地
選
定
、
美
保
基

地
の
空
中
給
油
輸
送
機

事
故
調
査
結
果
に
つ
い

て
住
民
説
明
会
を
。

【
市
長
】
原
発
再
稼
働

同
意
は
市
民
代
表
の
議

員
に
説
明
し
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
報
告
も

し
て
い
る
。
特
定
利
用

港
湾
は
、
市
民
生
活
に

直
接
の
影
響
は
生
じ
な

い
と
考
え
る
。
輸
送
機

事
故
は
大
半
の
議
員
が

理
解
を
示
さ
れ
、
基
地

に
近
い
中
浜
地
区
の
自

治
会
長
も
概お
お
むね
ご
理
解

さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
こ

と
か
ら
住
民
説
明
会
の

開
催
は
考
え
て
い
な
い
。

チーム境港で子どもや家庭の
SOS にこたえよう

3つの重要な問題、住民説明会を

市長 さまざまな機関に
相談してみたい

国の動向を注視する市長

市長 それらについては、
実施する考えは、ない
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各 個 質 問

公明党公明党
田口　俊介　議員田口　俊介　議員

新しいファン層を
リピーターに

子どもたちにとって、より良い読書環境を

学校図書館の
体制の維持・充実を

【
田
口
】
書
店
か
ら
納

入
の
際
の
装
備
料
金
に

つ
い
て
、
図
書
予
算
を

圧
迫
し
な
い
よ
う
、
別

建
て
で
の
予
算
化
が
望

ま
し
い
と
考
え
る
が
。

【
教
育
長
】
必
要
な
図

書
は
現
状
予
算
の
範
囲

内
で
購
入
で
き
て
お

り
、そ
の
必
要
は
な
い
。

【
田
口
】
司
書
教
諭
の

業
務
や
研
修
の
実
態
と

体
制
整
備
の
現
状
は
。

【
教
育
長
】
県
は
、
司

書
教
諭
は
一
週
間
に
５

時
間
、
学
校
図
書
館
活

用
に
か
か
わ
る
業
務
に

あ
た
る
よ
う
定
め
て
い

る
が
、
で
き
て
い
な
い

学
校
も
あ
る
。
県
と
協

力
し
て
適
正
な
配
置
に

努
め
て
い
き
た
い
。

【
田
口
】
４
月
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

し
た
水
木
し
げ
る
記
念

館
は
、展
示
内
容
な
ど
、

た
い
へ
ん
良
い
も
の
に

な
っ
て
い
る
が
、
映
画

「
鬼
太
郎
誕
生
ゲ
ゲ
ゲ

の
謎
」
の
大
ヒ
ッ
ト
で

獲
得
し
た
新
し
い
フ
ァ

ン
層
を
リ
ピ
ー
タ
ー
に

す
る
た
め
の
方
策
の
構

築
・
検
討
は
。

【
産
業
部
長
】
11
月
下

旬
の
ゲ
ゲ
ゲ
忌
に
合
わ

せ
調
布
市
で
、
ま
た
市

内
３
カ
所
で
も
同
様
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。

現
在
そ
れ
を
も
と
に
課

題
分
析
を
行
い
、
来
年

度
に
向
け
誘
客
へ
の
取

り
組
み
を
検
討
中
。

【
田
口
】
ふ
る
さ
と
納

税
寄
附
金
を
原
資
と
し

た
ふ
る
さ
と
基
金
が
広

く
事
業
財
源
と
し
て
活

用
さ
れ
る
中
で
、
長
期

に
わ
た
り
安
定
的
に
人

を
必
要
と
す
る
施
策
の

財
源
の
大
部
分
を
寄
附

金
に
求
め
る
の
は
慎
重

で
あ
る
べ
き
で
は
。

【
市
長
】
他
の
自
治
体

の
状
況
を
見
る
と
、
本

市
と
同
様
の
考
え
方
で

充
当
し
て
い
る
自
治
体

も
多
く
、
中
に
は
新
規

事
業
や
投
資
的
事
業
に

限
定
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。
本
市
の
基
金

充
当
の
考
え
方
に
つ
い

て
は
適
切
と
考
え
て
い

る
が
、
今
後
も
十
分
に

検
証
し
て
い
き
た
い
。

令
和
6
年
4
月
に
待
望
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
し
た

水
木
し
げ
る
記
念
館

適正な予算確保と
人員配置に努めたい

引き続き賑わいの
創出をはかっていきたい

事業財源への寄附金活用は慎重に

寄附者の意向に沿うよう、十分検証したい市長

教育長

産業部長
©️水木プロ
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各 個 質 問

みなとライナーの
運行廃止を求める

【
柊
】
Ｊ
Ｒ
境
線
余
子

駅
北
側
踏
切
の
遮
断
時

間
が
長
い
原
因
と
な
っ

て
い
る
、
臨
時
快
速
み

な
と
ラ
イ
ナ
ー
の
廃
止

車
そ
れ
ぞ
れ
13
ダ
イ
ヤ

に
つ
い
て
令
和
３
年
に

調
査
し
た
が
、
平
成
28

年
の
調
査
時
よ
り
平
均

で
35
～
45
秒
長
く
な
っ

て
い
る
。
調
査
結
果
を

Ｊ
Ｒ
へ
伝
え
る
と
と
も

に
、
山
陰
支
社
長
に
面

会
す
る
都
度
、
み
な
と

ラ
イ
ナ
ー
の
運
行
廃
止

を
要
望
し
て
い
る
。
ま

た
、
今
年
度
か
ら
県
と

Ｊ
Ｒ
西
日
本
を
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
に
招
き
、
米

子
市
と
「
Ｊ
Ｒ
境
線
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

勉
強
会
」
を
開
催
し
て

い
る
。

を
Ｊ
Ｒ
西
日
本
へ
要
望

し
て
は
と
令
和
３
年
３

月
議
会
で
質
問
し
た
際

「
Ｊ
Ｒ
に
対
し
て
要
望

し
た
が
多
額
の
費
用
を

要
す
る
た
め
今
す
ぐ
に

は
困
難
と
の
こ
と
だ
っ

た
が
、
引
き
続
き
粘
り

強
く
要
望
し
て
い
き
た

い
。」と
の
答
弁
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
要
望
は

行
わ
れ
た
の
か
、
今
後

は
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ま
れ
る
の
か
う
か
が
う
。

【
市
長
】
踏
切
遮
断
に

よ
り
発
生
し
た
渋
滞
解

消
ま
で
の
時
間
を
、
境

港
駅
行
・
米
子
駅
行
列

余子駅北側踏切

市長 山陰支社長に面会の都度
廃止を要望している 会派　きょうどう会派　きょうどう

柊　　康弘　議員柊　　康弘　議員

軽装のイメージ

【
柊
】
市
職
員
の
勤
務

中
の
服
装
に
つ
い
て
、

ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
・
ノ
ー

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
で
の
軽
装

勤
務
を
通
年
で
認
め
る

自
治
体
が
増
え
て
い

る
。
本
市
で
も
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
定
め
た
う
え

で
、
推
奨
し
て
は
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

【
市
長
】
市
職
員
の
勤

務
中
の
服
装
に
つ
い
て

は
、
公
務
員
と
し
て
の

品
位
を
損
な
わ
な
い
こ

と
、
相
手
に
不
快
な
印

象
を
与
え
な
い
こ
と
、

社
会
人
と
し
て
Ｔ
Ｐ
O

を
わ
き
ま
え
た
も
の
を

推
奨
し
、
職
員
各
自
の

判
断
に
ゆ
だ
ね
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
る
。
近

隣
自
治
体
が
通
年
で

ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
・
ノ
ー

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
働

き
や
す
い
服
装
で
の
勤

務
を
推
奨
し
て
い
る
実

態
は
承
知
し
て
お
り
、

こ
う
い
っ
た
動
き
の
背

景
に
は
、
男
女
平
等
や

多
様
性
の
尊
重
と
い
う

側
面
も
あ
る
と
考
え
る
。

　
現
時
点
で
は
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
定
め
る
考
え

は
な
い
が
、
市
議
会
と

協
調
し
て
い
る
「
ク
ー

ル
ビ
ズ
」「
ウ
ォ
ー
ム

ビ
ズ
」
に
お
け
る
気
温

な
ど
の
変
化
に
柔
軟
に

対
応
し
た
服
装
を
引
き

続
き
励
行
す
る
。

市職員の勤務中の
服装について問う
市長 職員に対して

アンケートを実施したい

➡︎
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各 個 質 問

本市の庁舎
働きやすい環境整備により

有為な人材確保が可能となる

境港　南岸壁
岸壁整備の加速が求められる

【
米
村
】
国
は
総
合
的

な
防
衛
体
制
の
強
化
の

一
環
と
し
て
、自
衛
隊・

海
上
保
安
庁
が
平
素
か

ら
必
要
に
応
じ
て
空

港
・
港
湾
を
円
滑
に
利

用
で
き
る
よ
う
「
特
定

利
用
空
港
・
港
湾
」
の

指
定
を
進
め
て
お
り
、

境さ
か
い
こ
う港
も
こ
の
候
補
と

な
っ
た
。
こ
の
施
策
を

活
用
し
て
港
湾
機
能
の

拡
充
を
進
め
る
こ
と
は

本
市
に
と
っ
て
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考

え
る
が
。

【
市
長
】
境
港
に
お
い

て
は
先
般
、
国
か
ら
境

港
管
理
組
合
に
対
し

「
円
滑
な
利
用
に
関
す

る
確
認
事
項
」
の
確
認

依
頼
が
あ
り
、
本
市
は

同
組
合
か
ら
意
見
照
会

を
受
け
た
。
こ
の
施
策

の
指
定
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
は
「
民
生
利
用
を

主
と
し
つ
つ
、
安
全
保

障
上
の
観
点
か
ら
の
重

要
性
を
加
味
し
、
当
該

整
備
の
重
要
性
を
検
討

し
、
必
要
と
な
る
予
算

の
確
保
に
努
め
る
」
と

さ
れ
て
お
り
、
港
湾
整

備
の
後
押
し
に
な
る
と

期
待
す
る
。
民
間
の
港

湾
利
用
者
へ
の
影
響
が

最
小
限
に
な
る
よ
う
調

整
す
る
こ
と
を
求
め
た

上
で
、
指
定
へ
協
力
す

る
意
向
を
示
し
た
い
。

【
米
村
】
初
任
給
の
引

き
上
げ
や
、
週
休
３
日

制
の
導
入
で
人
材
の
確

保
を
は
か
る
企
業
や
自

治
体
が
増
え
て
き
た
。

　
本
市
も
週
休
３
日
制

の
導
入
や
諸
手
当
の
見

直
し
に
着
手
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

【
市
長
】
国
家
公
務
員

の
一
般
職
は
来
年
４
月

よ
り
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ

イ
ム
制
を
活
用
し
て
実

質
的
に
週
休
３
日
制
勤

務
が
可
能
と
な
る
。

　
職
員
が
働
き
や
す
い

環
境
整
備
は
重
要
な
こ

と
だ
が
、
ま
ず
は
先
進

的
自
治
体
の
動
向
を
注

視
し
、
実
態
・
課
題
に

つ
い
て
把
握
に
努
め
る
。

　
住
居
手
当
は
、
現
在

勤
務
し
て
い
る
職
員
の

福
利
厚
生
に
つ
な
が
る

も
の
で
、
見
直
し
は
考

え
て
い
な
い
。　

　

出
張
時
の
宿
泊
費

は
、
平
成
15
年
に
、
特

別
職
と
一
般
職
と
も
に

引
き
下
げ
改
定
を
し

た
以
降
は
据
え
置
き
と

な
っ
て
い
る
。
旅
費
に

関
す
る
法
律
の
見
直
し

も
あ
り
、
物
価
高
に
よ

り
宿
泊
料
が
高
騰
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
旅
費

法
の
改
正
に
合
わ
せ
、

宿
泊
費
に
限
ら
ず
、
旅

費
規
定
の
見
直
し
を
は

か
り
た
い
と
考
え
る
。

週休３日制導入などで
人材確保を

先進的自治体を参考に
課題を把握したい市長

米村　一三　議員米村　一三　議員
会派　きょうどう会派　きょうどう

特定利用港湾指定で
機能拡充を
市長 港湾整備へのメリットとして

とらえている
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各 個 質 問

マイナ保険証情報の
周知方法は

健
康
保
険
証
の
新
規
発

行
が
停
止
と
な
っ
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
一
本
化
さ
れ
る
制
度

変
更
は
、
本
市
に
居
住

す
る
外
国
人
に
と
っ
て

は
非
常
に
わ
か
り
づ
ら

い
。
来
年
12
月
１
日
ま

で
は
、
現
在
の
健
康
保

険
証
や
資
格
確
認
書
で

医
療
機
関
の
診
療
が
受

け
ら
れ
る
こ
と
な
ど
き

め
細
か
な
周
知
・
説
明

が
必
要
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。
19
カ
国
の
外

国
人
が
居
住
す
る
本
市

と
し
て
、
母
国
言
語
に

よ
る
制
度
説
明
な
ど
早

急
に
対
応
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

【
市
長
】
マ
イ
ナ
保
険

証
に
関
す
る
情
報
は
、

外
国
人
向
け
に
開
設
し

て
い
る
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
で
発
信
し
て
い
る
。

技
能
実
習
な
ど
の
在
留

資
格
の
外
国
人
に
対
す

る
説
明
は
、
監
理
団
体

に
説
明
す
る
義
務
が
あ

る
。
現
時
点
で
、
保
険

証
の
手
続
き
に
関
す
る

相
談
は
な
く
、
医
療
機

関
を
受
診
で
き
な
い
よ

う
な
状
況
は
発
生
し
て

い
な
い
と
考
え
る
。

【
森
岡
】
令
和
６
年

12
月
２
日
を
も
っ
て
、

港湾施設をすべて水素・アンモニアなどの燃料で
脱炭素化するカーボンニュートラルポート
（コンテナターミナルなど）のイメージ

国土交通省の提供資料より

協同組合モーレの
ベトナム語による説明書

【
森
岡
】
２
０
５
０
年

の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
達
成
に
向
け

た
境さ

か
い
こ
う港
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
ー
ト

形
成
に
向
け
た
現
在
の

動
き
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

【
市
長
】
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
ー
ト

の
形
成
に
つ
い
て
は
、

令
和
４
年
度
か
ら
「
港

湾
脱
炭
素
化
推
進
計

画
」
の
策
定
が
、
境
港

管
理
組
合
に
よ
り
進
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
４
回
計
画
を
検
討
す

る
協
議
会
が
開
催
さ

れ
、
２
０
５
０
年
二
酸

化
炭
素
排
出
量
を
実
質

ゼ
ロ
と
す
る
目
標
に
向

け
、
境
港
の
計
画
対
象

範
囲
に
お
い
て
上
屋
や

荷
役
機
械
な
ど
の
脱
炭

素
化
な
ど
具
体
案
を
含

む
計
画
素
案
を
年
明
け

に
示
す
予
定
と
し
て

い
る
。

【
森
岡
】
国
が
推
進
す

る
水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア

な
ど
の
次
世
代
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
供
給
す
る
港
湾

計
画
な
ど
具
体
案
を
早

急
に
策
定
す
べ
き
で
は
。

【
市
長
】
次
世
代
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
、
計
画

に
加
味
し
て
い
く
こ
と

も
考
え
る
。

カーボンニュートラル
ポート形成は
市長 港湾脱炭素化推進計画を

年明けに示す予定

外国人向けフェイスブックで
発信している市長

会派　きょうどう会派　きょうどう
森岡　俊夫　議員森岡　俊夫　議員
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各 個 質 問

【
平
松
】
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
進

捗
状
況
と
今
後
の
取
り

組
み
は
。

【
教
育
長
】
す
べ
て
の

中
学
校
区
で
具
体
的
な

取
り
組
み
も
進
め
ら

れ
、
充
実
さ
せ
る
時
期

に
な
っ
た
。
今
後
は
、

教
育
課
程
を
地
域
と

共
有
し
、
子
ど
も
た
ち

の
学
び
の
深
ま
り
に
つ

な
げ
る
こ
と
や
学
校
と

地
域
が
か
か
わ
り
を
持

ち
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
が
地
域
の
中
で
豊
か

に
育
つ
た
め
の
支
援
を

行
っ
て
い
く
。

【
平
松
】
地
域
と
の
連

携
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

課
題
が
あ
る
と
考
え

る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
地
域
学
校

協
働
活
動
は
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

に
も
有
効
で
あ
り
、
連

携
強
化
が
必
要
と
考
え

る
。
市
長
の
所
見
は
。

【
市
長
】
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
、
地
域
の

方
々
と
学
校
が
頼
り
頼

ら
れ
る
よ
う
な
関
係
に

な
れ
ば
良
い
と
思
う
。

【
平
松
】
島
根
原
発
２

号
機
の
プ
ル
サ
ー
マ
ル

計
画
に
お
い
て
中
国
電

力
は
、
使
用
済
み
核
燃

料
を
島
根
県
や
松
江
市

の
了
解
な
し
に
再
処
理

に
出
す
こ
と
が
可
能

か
。
ま
た
、
鳥
取
県
側

へ
の
説
明
な
ど
の
必
要

性
は
。

【
市
長
】
立
地
自
治
体

に
お
け
る
安
全
協
定
の

第
６
条
の
計
画
な
ど
に

対
す
る
事
前
了
解
案
件

に
該
当
し
な
い
。
島
根

県
な
ど
の
了
解
は
必
要

な
い
と
考
え
る
。
本
市

は
、
こ
れ
ま
で
プ
ル

サ
ー
マ
ル
の
実
施
に
つ

い
て
中
国
電
力
か
ら
具

体
的
な
説
明
を
受
け
て

い
な
い
。
中
国
電
力
が

プ
ル
サ
ー
マ
ル
を
実
施

し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、

本
市
と
住
民
に
事
前
に

わ
か
り
や
す
く
丁
寧
な

説
明
が
あ
る
と
考
え
る
。

【
平
松
】
島
根
県
側
の

プ
ル
サ
ー
マ
ル
実
施
の

可
否
判
断
は
。

【
防
災
監
】
他
県
の
こ

と
で
回
答
で
き
な
い
。

【
平
松
】
鳥
取
県
側
の

島
根
原
発
２
号
機
で
の

プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
の

可
否
判
断
は
。

【
市
長
】
説
明
を
受
け

た
後
の
判
断
と
な
る
。

コミュニティ・スクール
進捗状況は

プルサーマル実施の可否判断は

学校運営協議会で
具体的な取り組みを推進中

島根原子力発電所
（島根県松江市鹿島町）
写真提供：中国電力 ( 株 )

市長 説明を受けた後の判断となる

平松　謙治　議員平松　謙治　議員
会派　きょうどう会派　きょうどう

教育長

１１月に開催された
「地域学校協働推進フォーラムｉｎ境港」

の様子
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各 個 質 問

集会所の耐震診断と
改修計画は

【
市
長
】
本
市
が
所
有

す
る
集
会
所
の
内
、
耐

震
診
断
が
未
実
施
の
施

設
は
、
竹
内
町
会
館
、

昭
花
会
館
、
美
保
町
会

館
の
３
施
設
で
あ
る
。

令
和
６
年
度
に
昭
花
会

館
、
同
７
年
度
に
美
保

町
会
館
、
同
８
年
度
は

竹
内
町
会
館
の
耐
震
診

断
を
予
定
。
結
果
を
踏

ま
え
対
応
す
る
。

【
荒
井
】
集
会
所
の
改

修
・
改
築
の
必
要
性
の

判
断
基
準
は
。

【
市
長
】
境
港
市
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画

に
も
と
づ
き
個
別
施
設

計
画
を
策
定
し
、
定
期

点
検
や
大
規
模
改
修
を

行
う
な
ど
管
理
を
実

施
。
改
修
が
必
要
な
状

況
の
場
合
、
自
治
会
内

で
利
用
状
況
な
ど
を
踏

ま
え
た
議
論
を
さ
れ
、

市
も
総
合
的
な
観
点
か

ら
自
治
会
と
一
緒
に
検

討
を
す
る
。

【
荒
井
】
集
会
所
に
は
、

駐
車
場
も
必
要
と
考
え

る
が
。

【
総
務
部
長
】
土
地
の

問
題
も
含
め
該
当
す
る

自
治
会
の
相
談
を
受

け
る
。

【
荒
井
】
本
市
の
集
会

所
の
耐
震
診
断
と
改
修

工
事
の
計
画
に
つ
い
て

う
か
が
う
。

竹内町会館（令和８年度耐震診断予定）

美保町会館（令和７年度耐震診断予定）

【
荒
井
】
地
区
の
集
会

所
（
自
治
会
館
）
は
、

災
害
時
は
避
難
所
の
役

割
も
あ
る
。
施
設
を
改

修
す
る
際
、
指
定
避
難

所
の
要
件
を
備
え
た
施

設
に
改
修
す
る
こ
と
が

有
益
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
避
難
所
と
し
て
改

修
す
る
上
で
有
利
な
財

源
に
つ
い
て
う
か
が
う
。

【
市
長
】
本
市
の
地
域

防
災
計
画
で
は
、
避
難

者
数
を
最
大
１
９
０
０

人
と
見
込
み
、
そ
れ
に

対
し
、
約
１
万
６
千
人

分
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
指
定
の
要
件

に
は
、
構
造
条
件
以
外

の
基
準
も
あ
る
。

　
集
会
所
を
改
修
す
る

際
の
財
源
は
、
市
債
と

一
般
財
源
が
基
本
だ

が
、防
衛
省
や
（
一
社
）

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
補
助
金
の
活
用
も

検
討
す
る
。

【
荒
井
】
本
市
が
計
画

し
て
い
る
集
会
所
の
改

修
工
事
は
、
住
民
に

と
っ
て
安
心
安
全
な

施
設
で
、
維
持
費
の

か
か
ら
な
い
集
会
所
が

必
要
と
考
え
る
が
。

【
市
長
】
該
当
地
区
の

自
治
会
な
ど
と
相
談
し

な
が
ら
計
画
を
進
め
る
。

避難所機能を有す
集会所への改修は
市長 構造要件他さまざまな

指定要件がある

残り３館の集会所の
耐震診断を予定市長

会派　自由未来会派　自由未来
荒井　秀行　議員荒井　秀行　議員
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各 個 質 問

【
伊
藤
】
ド
ラ
イ
バ
ー

の
残
業
規
制
に
よ
り
人

手
不
足
が
深
刻
化
す
る

な
ど
物
流
の
２
０
２
４

年
問
題
が
本
格
化
し
て

お
り
、
中
で
も
深
刻
な

の
が
宅
配
業
者
の
再
配

達
の
多
さ
だ
と
言
わ
れ

て
い
る
。

　

置
き
配
に
関
し
て

は
、
置
き
配
バ
ッ
グ
無

償
配
布
や
宅
配
ボ
ッ
ク

ス
の
一
部
購
入
助
成
が

あ
る
自
治
体
が
出
て
き

て
い
る
が
、
今
後
本
市

の
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
、
置

き
配
バ
ッ
グ
な
ど
の
購

入
助
成
制
度
の
導
入
に

つ
い
て
聞
く
。 

【
市
長
】
宅
配
便
の
再

配
達
を
減
ら
す
方
法
と

し
て
受
け
取
り
時
間
の

変
更
や
荷
物
を
玄
関
先

な
ど
に
そ
の
ま
ま
置
く

置
き
配
指
定
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
営

業
所
な
ど
希
望
す
る
場

所
で
の
受
取
り
な
ど
事

業
者
の
サ
ー
ビ
ス
が
用

意
さ
れ
て
い
る
。

　
費
用
を
か
け
な
く
て

も
対
応
で
き
る
こ
と
、

置
き
配
バ
ッ
グ
や
宅
配

ボ
ッ
ク
ス
は
比
較
的
安

価
に
購
入
で
き
る
こ
と

か
ら
、
本
市
に
お
い
て

は
置
き
配
バ
ッ
グ
や
宅

配
ボ
ッ
ク
ス
の
購
入
助

成
制
度
の
導
入
は
考
え

て
い
な
い
。

【
伊
藤
】
ピ
ロ
リ
菌
は

細
菌
の
一
種
で
胃
炎
や

胃
潰
瘍
、
十
二
指
腸
潰

瘍
な
ど
の
病
気
の
原
因

と
な
っ
て
い
る
。
症
状

が
な
く
ピ
ロ
リ
菌
の
感

染
が
続
く
こ
と
で
、
胃

炎
の
進
行
に
よ
り
将
来

胃
が
ん
が
発
生
す
る
危

険
が
あ
る
。

　
県
内
の
一
部
自
治
体

で
も
20
歳
以
上
で
の
助

成
制
度
が
あ
る
が
、
今

後
ピ
ロ
リ
菌
検
査
へ
の

助
成
制
度
の
導
入
に
つ

い
て
う
か
が
う
。

【
市
長
】
胃
が
ん
検
診

に
つ
い
て
は
、
国
で
は

50
歳
以
上
の
成
人
に
対

し
２
年
に
１
回
の
実
施

を
指
針
で
定
め
て
い
る
。

　
鳥
取
県
下
で
は
40
歳

以
上
の
成
人
に
対
し
、

毎
年
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。　

　

本
市
に
お
い
て
は
、

胃
が
ん
検
診
を
毎
年
実

施
で
き
る
体
制
が
と
れ

て
お
り
、
ま
た
、
胃
が

ん
リ
ス
ク
の
早
期
発
見

や
受
診
に
結
び
つ
け
る

に
は
、
胃
が
ん
検
診
を

受
け
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
助
成

制
度
の
導
入
で
は
な

く
、
今
後
も
受
診
率
の

向
上
を
優
先
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

宅配ボックスなどの
購入助成は

ピロリ菌検査への
助成が必要では

胃がんの原因ともなるピロリ菌 ( イメージ )

市長 購入助成制度の導入は
考えていない

宅配 BOX と置き配バッグ ( イメージ )

市長 検査の助成制度の導入は
考えていない

会派　自由未来会派　自由未来
伊藤　康弘　議員伊藤　康弘　議員
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第
36
号

令
和
7年（

2025年
）2月

発
行
／
境
港
市
議
会

〒
684-8501　

鳥
取
県
境
港
市
上
道
町
3000

TEL：
0859（

47）1097　
FA
X:0859（

47）1110

【
発
行
責
任
者
】

　議
　長
　
　永
井
　
　章

【
広
報
部
会
】

　部
会
長
　
　足
田
　法
行

　副
部
会
長
　松
本
　晶
彦

　
　
　
　
　
　伊
藤
　康
弘

　
　
　
　
　
　柊
　
　康
弘

　
　
　
　
　
　米
村
　一
三

あ
と
が
き

　
議
会
だ
よ
り「
つ
な
ぐ
」の
２
０
２
５
年
の
発
刊

第
一
号
を
お
読
み
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
昨
年
、本
市
で
は「
第
36
回
全
国
健
康
福
祉
祭

と
っ
と
り
大
会（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
ば
た
け
鳥
取

２
０
２
４
）」や「
第
15
回
み
な
と
オ
ア
シ
ス 

Ｓｅａ
級
グ
ル
メ
全
国
大
会
in
境
港
」の
全
国
大
会

が
開
催
さ
れ
、本
市
を
訪
れ
る
方
が
例
年
以
上
に

多
い
年
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
で
は
、４
月
に
は
境

港
駅
前
に「
ゲ
ゲ
ゲ
の
広
場
」が
新
た
に
誕
生
し
、同

月「
水
木
し
げ
る
記
念
館
」が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。そ
し
て
、一昨
年
11
月
に
公
開
さ
れ
た

映
画「
鬼
太
郎
誕
生 

ゲ
ゲ
ゲ
の
謎
」の
大
ヒ
ッ
ト
も

あ
り
、同
ロ
ー
ド
の
昨
年
の
入
り
込
み
客
数
は
、12

月
30
日
時
点
で
、本
市
が
目
標
と
す
る
２
０
０
万
人

を
５
年
ぶ
り
に
超
え
、賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　
本
市
議
会
と
し
て
も
本
市
の
今
後
さ
ら
な
る
発

展
を
目
指
し
、さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
重
ね
て
い
ま
す
。

そ
の
議
論
や
議
会
活
動
の
内
容
が
、こ
の
紙
面
を
通

し
て
、市
民
の
皆
さ
ん
に
分
か
り
易
く
伝
わ
る
こ
と

で
、よ
り
い
っ
そ
う
、市
議
会
に
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、広
報
部
会一同
、努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

引
き
続
き
の
ご
愛
読
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
伊
藤
）

春の訪れ 2023年2月　撮影：竹田　誠司　様

元旦 ふるさとの平穏な一年を祈念します 2025年元旦　撮影：大濱　博幸　様


